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研究成果の概要 

 

近年、マイクロ３D プリンティング技術は、フォトニクス、マイクロマシン、医療など幅広く応用され

ている。本研究では、より高機能なデバイスの創製に向けて、複数の液滴材料を入れ替えながらマ

ルチマテリアル３Ｄ構造体を一体造形するマイクロ光造形技術の開発に取り組んでいる。本年度は、

エレクトロニクス応用に有用な材料として、光造形によって導電性 3D 構造体を形成できる高分子

材料および作製プロセスを開発した。今後、この光造形可能な導電性高分子を 3Ｄプリンテッド・エ

レクトロニクスに応用する。また、微小液滴を用いて cm サイズの大面積造形を可能とする造形法を

提案・開発し、無電解めっきを利用することで金属配線や微小金属構造体アレイの作製にも成功

した。今後、メタマテリアルやマイクロマシンなどに応用する。 

また、本研究では、上野グループとの共同研究により、光造形によるフレキシブルな微小エレクト

ロニクス素子の実現を目指して、液体金属コロイドを用いた高導電性伸縮材料の開発に取り組ん

でいる。本年度は、高導電性伸縮材料を用いたストレッチャブルバッテリーを作成し、50%伸長時で

も容量変化なく充放電可能なことを実証した。また、液体金属による伸縮可能なガスバリアフィルム

を開発し、これを外装材としたストレッチャブルバッテリーの空気中動作も実証した。 

また、飯島グループとの共同研究では、光造形によって生体高分子・骨類似ヒドロキシアパタイト

複合材料を作製し、これを用いた人工骨髄の構築に取り組んでいる。本年度は、マイクロ光造形に

よって成形した光硬化性ゼラチンハイドロゲルに交互浸漬法を用いて無機複合化を行う手法を開

発するとともに、光硬化性ゼラチン/ヒドロキシアパタイト複合材料上での間葉系幹細胞との共培養

が造血幹細胞の分化状態に与える影響を明らかにした。また、光分解性基導入ゼラチンからなる

ハイドロゲルを作製し、光による分解を実証した。 
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